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〈第 3 分科会〉

大学教育における AI の活用ならびにその弊害

同志社大学 理工学部 教授  土屋　誠司
コーディネーター

○本分科会のねらい
現在、第三次人工知能ブームといわれ、ついに一般の方にも AI の活用の機会が広がってきている。教育

現場への浸透も他ではなく、学ぶ側にも学ばせる側にもその恩恵は計り知れない。一方で、メリットばか
りではなく様々なデメリットが指摘されているのも現状である。

そこで本分科会では、ChatGPT をはじめとした AI の仕組みやできること、できないこと、対面講義や
オンライン講義などでの AI の活用事例、教育支援や今後の大学教育、身につけるべき技量などを３名の先
生方にご講演いただいた。その後、３名の先生方にはパネラーになっていただき、対面でご参加の方々か
らのご質問にお答えする形で議論を深めた。

○報告の概要
一人目は、大阪工業大学情報科学部の教授　鈴木基之先生から「イマドキの AI を使いこなすための知識

と心構え」と題して、講演が行われた。AI の仕組みから始まり、なぜ知的に見えるのか、注意しなければ
ならないことなど、AI に関する事柄を網羅的に説明いただいた。AI 利用のポイントとしては、特に学生
は無批判に利用しがちになるため、自分ができないことはさせず、出力結果を正しく評価できることに利
用すべきであろうとの見解がなされた。

二人目は、徳島大学大学院社会産業理工学研究部の准教授　松本和幸先生から「情報リテラシー科目に
おける AI 構築課題の取り組み事例～徳島大学の AI 教育～」と題して、徳島大学における AI 関連の講義
と大学内での利活用、ならびに、担当された「情報科学入門」における AI 構築時の課題と研究室内での
AI の利用状況について、実例を交えてご紹介された。AI を活用するためには、学生のレベルに合わせた
授業計画が何より重要であること、また、研究活動へは AI の活用による弊害がないことが報告され、情報
系に限らず学生にはどんどん使わせるべきだと結論付けられた。ただし、先の鈴木先生のお考えと同じく、
AI の欠点などを教えておくなどの対応は不可欠だとことであった。

三人目は、立命館大学情報理工学部システムアーキテクトコースの講師 槇原絵里奈先生から「国内外に
おける AI によるプログラミング教育支援」と題して、ご講演があり、LLM が適用可能な範囲は、単純な
プログラムの生成にとどまらず、課題の作成やフィードバックの生成、採点など多岐にわたること、また、
LLM により、教授者の負担軽減や、学習者の簡単な質問には即時に回答できることなどが説明された。今
後は、協働的な学びと個人最適な学びに利用できるようにしなければならないとされ、また、特定の大学
で効果があったことが他校でも同じように活用できるとはいえないので注意が必要であることが示された。

○報告に対する質疑ならびに全体討議の内容
各先生方からのご講演の後、パネルディスカッションに移った。会場からの質問に答える形で会を進め

たが、次々に質問をいただき、活発な議論ができたと考えている。総じて、AI の進歩は今後どうなってい
くのか、どのように使っていくべきなのかに集約できるかと思われる。原理を知り、できること、できな
いことを理解した上で、適材適所に利活用する必要があることが重要である。また、特に生成系 AI は、世
の中に出現し、一般的に利用されるようになってから高々１年が過ぎたにすぎず、今後の発展も見据えな
がら、全人類がその利活用を模索し続けなければならないと思われる。

49

第
3
分
科
会



鈴木 基之  　　大阪工業大学 情報科学部 教授
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Wayne Xin Zhao, et al., A Survey of Large 
Language Models(arXiv:2303.18223v1)

Wayne Xin Zhao, et al., A Survey of Large Language Models(arXiv:2303.18223v1)

槇原 絵里奈  　立命館大学 情報理工学部 講師
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Proceedings of the 26th Australasian Computing Education Conference(ACE2024)

Proceedings of the 2024 CHI Conference on Human Factors in Computing Systems
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